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より正確に、より迅速に

大田市消防操法大会を３年ぶりに開催
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第
１
部
の
報
告
会
で
は
、
石
見

銀
山
遺
跡
の
現
地
調
査
の
成
果
や

石
見
銀
山
学
習
の
取
り
組
み
、
３

団
体
か
ら
基
金
を
活
用
し
た
活
動

成
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
が
取
り

組
む
石
見
銀
山
学
習
に
つ
い
て
、

代
表
し
て
川
合
小
学
校
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

銀
山
学
習
は
、
各
学
校
が
地
域

の
実
態
に
応
じ
た
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
近

　
「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
世
界
遺
産
登
録
15
周

年
記
念
講
演
会
を
11
月
20
日
、
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部
で
は
調
査
研
究
と
石
見
銀
山

基
金
を
活
用
し
た
事
業
の
成
果
報
告
、
ま
た
、
第
２
部
で
は
近
藤

誠
一
元
文
化
庁
長
官
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
15
周
年
記
念
講
演
会

―
―
未
来
へ
つ
な
ぐ
石
見
銀
山
の
価
値
と
魅
力

元
文
化
庁
長
官
　
近
藤
誠
一
氏
が
講
演

さ
ら
な
る
発
展
を
願
う

　

井い

戸ど

平へ
い

左ざ

衛え

門も
ん

公
を
た
た
え
る

頌し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

に
つ
い
て
、
中
国
五
県
の

市
町
村
教
育
委
員
会
や
県
内
の
公

民
館
な
ど
へ
文
書
で
照
会
し
、
現

地
調
査
を
実
施
。
現
地
調
査
で
は

地
元
の
人
の
協
力
も
得
て
、
新
し

い
頌
徳
碑
の
発
見
だ
け
で
な
く
、

交
流
や
つ
な
が
り
を
生
む
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

近
藤
誠
一
氏
は
、
石
見

銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産
登

録
の
際
に
、
ユ
ネ
ス
コ
日

本
代
表
部
特
任
全
権
大
使

と
し
て
交
渉
の
最
前
線
に

立
ち
、
逆
転
の
世
界
遺
産

登
録
に
導
く
な
ど
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
冒
頭
で
は
、
前
日
、

久
々
に
石
見
銀
山
を
訪
れ
た
印
象

を
ふ
ま
え
、「
世
界
遺
産
登
録
15

周
年
を
迎
え
『
銀
が
再
び
輝
き
出

し
た
』」
と
、
称
賛
と
敬
意
が
会

場
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
１
部
の
報
告
を
受
け
、
市
民
に

よ
っ
て
石
見
銀
山
を
活
用
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
子
ど
も
の
う
ち
か

　

調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
個
人

や
グ
ル
ー
プ
、
調
査
研
究
を
け
ん

引
し
て
い
る
行
政
や
専
門
機
関
と

の
協
働
に
よ
っ
て
、
石
見
銀
山
の

歴
史
的
意
義
や
価
値
を
広
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
機

関
誌
を
刊
行
。
機
関
誌
は
図
書
館

な
ど
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
江
の
川
水
害
を

き
っ
か
け
に
発
見
さ
れ
た
古
文

書
に
あ
っ
た
「
三
十
三
ヶ
寺
巡

礼
」
の
記
録
を
ひ
も
解
き
、
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
三
十
三
ヶ
寺

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
大
田
市
・
江

津
市
・
川
本
町
・
美
郷
町
の
観
光

協
会
に
配
布
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
や
動
画
配
信
な
ど
に
よ
っ

て
、
幅
広
い
層
の
人
に
地
域
へ
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く

り
ま
し
た
。

年
は
特
に
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
―
―
国
連
で
定
め
た

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
目

標
）
の
観
点
か
ら
、
石
見
銀
山
の

価
値
や
地
域
の
課
題
と
向
き
合
う

学
習
が
増
加
。
地
域
へ
の
愛
情
や

誇
り
を
育
て
る
学
び
の
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
例
と
し
て
、
川
合
小
学
校
の

児
童
が
銀
山
学
習
を
経
て
、「
地

域
の
こ
と
を
語
れ
る
大
人
に
な
り

た
い
」
と
発
表
し
た
様
子
な
ど
が

成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
小
・
中
学
校

大
田
市
文
化
協
会

石
見
銀
山
研
究
会

桜
江
古
文
書
を

現
代
に
活い

か
す
会

報
告
会

坂田幸義校長（左）と
髙木優教頭

石賀了会長

國井加代子氏

若
槻
真
治
代
表

大
國
晴
雄
氏

基
調
講
演

世
界
遺
産
と
し
て
の
石
見
銀
山

―
そ
の
今
日
的
意
義
―
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ら
学
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
自
然
と
の
共
生

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
本
来
は
自
然
と
人
間
は

一
体
の
も
の
で
あ
り
、
生
態
系
を

維
持
し
な
が
ら
採
掘
を
続
け
た
石

見
銀
山
は
そ
の
先
進
的
な
事
例
で

あ
る
」、
ま
た
「
石
見
銀
山
の
価

値
は
、
現
在
の
人
類
が
直
面
し
て

い
る
環
境
破
壊
や
感
染
症
の
拡

大
、
戦
争
な
ど
の
国
際
的
な
緊
張

状
態
、
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
に
よ
る

便
利
さ
の
裏
側
で
起
き
て
い
る
人

間
性
の
喪
失
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

危
機
に
対
し
て
の
問
い
か
け
に
な

り
得
る
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
17
世
紀
の
西
欧
の

近
代
化
以
降
、
自
然
を
人
間
と
は

切
り
離
し
た
『
資
源
』
と
捉
え
て

急
速
に
技
術
を
進
歩
さ
せ
て
い
っ

た
こ
と
で
、
環
境
破
壊
が
進
み
続

け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
石
見

銀
山
で
は
、
資
源
を
取
り
つ
く
し

た
い
と
い
う
人
間
の
欲
を
抑
え
な

が
ら
採
掘
を
し
、
木
を
切
れ
ば
植

樹
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
自
然
と

人
間
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
捉

え
て
い
た
歴
史
が
、
貴
重
な
モ
デ

ル
で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
登
録
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
登
録
延
期

の
通
告
が
示
さ
れ
た
際
、「
環
境
」

に
的
を
絞
っ
て
働
き
か
け
を
お
こ

な
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
鉱
山
を

抱
え
る
チ
リ
代
表
の
共
感
が
得
ら

れ
、
審
査
当
日
の
朝
に
支
持
を
耳

打
ち
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
「
文
化
の
広

い
普
及
と
正
義
・
自
由
・
平
和
の

た
め
の
人
類
の
教
育
と
は
、
人
間

の
尊
厳
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
」「
平
和
は
政
治
的
取
り
組

み
だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
文
化
や
教
育
な
ど
『
人
類

の
知
的
お
よ
び
精
神
的
連
帯
の
上

に
築
か
れ
て
初
め
て
達
成
で
き
る
』

も
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
、
今
も
自
然
と
調

和
し
な
が
ら
生
活
が
続
い
て
い
る

石
見
銀
山
は
、
実
践
の
場
と
し
て

価
値
あ
る
も
の
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で

自
分
た
ち
が
ど
の
位
置
に
い
る
の

か
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
し
、
住
民
が
景
観
を
守

り
な
が
ら
生
活
を
続
け
、
地
域
へ

の
誇
り
や
愛
情
が
高
ま
っ
て
い
る

石
見
銀
山
の
様
子
を
一
つ
の
モ

デ
ル
と
し
て
国
内
外
に
発
信
し
、

２
０
２
７
（
令
和
９
）
年
の
世
界

遺
産
登
録
20
周
年
や
銀
山
発
見

５
０
０
年
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
語
り
ま
し

た
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
見
銀
山
協
働
会
議

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
９
１
２
３
）

大谷地区

豊栄神社

近藤文化・外交研究所代表。1946年生まれ。東京大学教養学部
教養学科卒業。1972年に外務省入省。広報文化交流部長などを
経て、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）事務次長、国際経済担当
大使、ユネスコ大使、デンマーク大使など歴任後、2010年文化
庁長官。退官後に東京大学特任教授などを務めたほか、国際
ファッション専門職大学学長、長野県、京都市、横浜市の文化
関係財団理事長、人文知応援フォーラム共同代表などを務める。
2006年にフランスの勲章であるレジオン・ドヌール・シュバリ
エ章、2016年に瑞宝重光章を受賞。多数の著書・論文がある。

近藤　誠一

　石見銀山遺跡での調査研究成果を現地で公開す
る「ここまでわかった石見銀山（現地編）」を、
大谷地区と豊

とよ

栄
さか

神社で11月13日に開催しました。
雨天にもかかわらず、両会場に200人以上の来場
者がありました。

ここまでわかった石見銀山（現地編）

大谷地区・豊栄神社
調査成果を公開

戸時代中頃以降の製錬施設跡を公開。石積みの溝
で区画された東西20㍍以上の広い敷地に建てられ
た大きな建物で、内部では炉跡や炭をたたきしめ
た「スバイ」など銅製錬の跡が見つかりました。
　これまでは、仙ノ山山頂付近の石

いし

銀
がね

地区の調査
で、戦国時代末から江戸時代初めには、家族単位
で小規模な「職住一体」の生産体制であったこと
が明らかとなっていました。これとは対照的に、
大谷地区の製錬施設跡は、拠点的・集約的な工場
であったと考えられます。石見銀山だけでなく、
日本国内の調査例でも同規模の施設は知られてお
らず、国内の鉱山史において重要な発見だといえ
ます。
　豊栄神社は、戦国時代に毛

もう

利
り

元
もと

就
なり

を祭神として
創建された「長安寺」を前身とし、幕末に長州藩
軍が大森に駐屯した際に再建されました。平成28
年度から令和４年度にかけて社殿の保存修理を実

州藩士の名前が見つかりました。その中には明治
時代に政治・軍事で活躍した人物や戊

ぼ

辰
しん

戦争で落
命した人物の名前もあり、幕末の石見と長州藩の
かかわりを示す資料として注目されます。

問石見銀山課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

　大谷地区は公
開坑道「龍源寺
間歩」の近くに
あり、令和２年
度から発掘調査
を 進 め て い ま
す。当日はその
成果として、江

施 す る と と も
に、境内地の一
部を復旧整備。
それらに合わせ
て、倒壊してい
た石造物を調べ
たところ、石造
物を寄進した長
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特産板わかめ　オリジナルパッケージ

売上金の一部を寄附
　

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

in 

し
ま
ね
実
行
委

員
会
は
、
森
田
製
菓
株
式
会
社
（
森
田
義
久
代
表

取
締
役
）
と
株
式
会
社
渡
邊
水
産
食
品
（
渡
邊
壮

一
代
表
取
締
役
）、
大
田
市
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制
で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
〝
海
の
森
〟
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
に
あ
け
ぼ
の
こ
ど
も
園
（
久
手
町
）
で
特

別
授
業
を
実
施
。
園
児
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、
藻
場
や
板
わ
か
め
の
製
造
工
程
な
ど
の
説
明

か
ら
、
海
藻
な
ど
〝
海
の
森
〟
を
守
る
大
切
さ
を

学
ん
だ
あ
と
、
海
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
そ
の
絵

を
板
わ
か
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
採
用
し
、
日
比
谷

し
ま
ね
館
（
東
京
都
）
や
県
内
で
５
０
０
０
個
を

販
売
。
11
月
11
日
、
売
上
の
一
部
を
寄
附
す
る
寄

附
金
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
森
田
社
長
が
市
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
海
の
保
全
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の

環
境
学
習
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 絵を描いたあけぼのこども園の園児と関係者

令和４（２０２2）年を振り返る
大田市 この１年
１月
・大田市成人式を開催
・志学まちづくりセンターを新築移転・開所
・美郷町と「ふるさと納税共通返礼品に関する同意書」

締結式を開催
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全小中

学校（中学３年生を除く）を臨時休校
・道の駅「ごいせ仁摩」オープン

２月
・大田市のメール・ホームページのアドレスを変更
・大田市の魚に「あなご」を追加制定
・100人共創ミーティングを開催

３月
・明治安田生命保険相互会社と包括連携協定を締結
・公立大学法人島根県立大学と包括的連携協定を締結
・大田市議会議員一般選挙　告示
・大田市立静間保育園・波根保育園が閉園
・７つのブロック公民館を廃止

４月
・社会教育推進センターを設置
・大田市議会議員一般選挙　投開票

５月
・市長と語る会「大田市役所本庁舎整備編」を全まち

づくりセンターで開催（～７月）
・温泉津町福波地区で巡回診療が始まる

６月
・燃やせるごみの処理を委託した邑智郡総合事務組合

の「可燃ごみ共同処理施設」（川本町）が竣工

７月
・「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録か

ら15年
・世界遺産登録15周年を記念する講演会・パネルディ

スカッションを開催
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全小中

学校を臨時休校
・中国地区消防救助技術指導会で大田市消防本部の職

員が優勝し、全国消防救助技術大会に出場
・山陰合同銀行大田市役所派出所が廃止

９月
・世界遺産登録15周年フォーラムを開催

10月
・第12回全国和牛能力共進会に島根県の代表牛として

温泉津町の３頭を出品
・大田市総合防災訓練を三瓶町志学地区で実施

11月
・災害時における物資の保管等に関する協定を株式会

社ミューチュアル・エイド・セオリーと締結
・第64回大田市消防操法大会を改正された全国消防操

法大会実施要領により３年ぶりに無観客で開催
・災害時等におけるドローンを活用した支援活動に関

する協定を石見銀山テレビ放送株式会社と締結
・世界遺産登録15周年記念講演会を開催
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大
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
計

画
期
間
を
令
和
８
年
度
ま
で
と
す

る
「
学
校
の
あ
り
方
に
関
す
る
実

施
計
画
」
を
令
和
３
年
２
月
に
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

学
校
再
編
の
考
え
方
を
記
載
し
て

お
り
、
中
学
校
は
再
編
を
検
討
し
、

小
学
校
は
原
則
再
編
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
施
設
の
劣
化
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
今

後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
な
ど

か
ら
、
現
在
の
学
校
再
編
の
考
え

方
を
計
画
期
間
の
令
和
８
年
度
ま

で
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

見
直
し
ま
す

学
校
再
編
の
考
え
方

　

市
内
の
小
・
中
学
校
は
、
築
30

年
を
超
え
る
建
物
が
大
半
で
、
経

年
劣
化
に
よ
る
故
障
件
数
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
建
物

自
体
の
深
刻
な
故
障
が
各
校
で
発

生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た

め
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
専

門
資
格
を
有
す
る
職
員
が
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
の
建
物
、
設
備
な

　

学
校
再
編
の
考
え
方
を
見
直
す

こ
と
に
つ
い
て
、
各
地
域
で
の
説

明
会
を
11
月
か
ら
小
学
校
区
単
位

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
開
催
す
る
地
域
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ど
な
た
で
も
、
ご

　

各
地
域
で
開
催
す
る
地
域
説
明

会
で
は
、
施
設
状
況
調
査
の
結
果

や
今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
ま
す
。
そ
の
後
、
各
地
域
で
の

意
見
や
施
設
状
況
、
通
学
時
間
、

立
地
な
ど
総
合
的
に
検
討
。
令
和

５
年
夏
に
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
の
考
え
方
を
ま
と
め
、
学
校
再

編
の
考
え
方
を
見
直
し
た
素
案
を

作
成
し
ま
す
。
こ
の
案
に
つ
い
て
、

各
地
域
で
説
明
・
意
見
交
換
を
お

こ
な
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
各
分

野
か
ら
参
画
い
た
だ
く
検
討
委
員

会
を
設
け
、
協
議
を
す
る
予
定
で

す
。

問
教
育
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
９
）

都
合
の
よ
い
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

全
国
で
進
む
少
子
化
は
、
大
田

市
も
例
外
で
は
な
く
、
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
市
内

の
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
４
年

度
と
令
和
10
年
度
（
見
込
み
）
を

比
較
す
る
と
、
小
学
生
は
２
７
５

人
減
少
、
中
学
生
は
64
人
減
少
す

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
学
年
が
同
じ
教

室
で
授
業
を
す
る
複
式
学
級
は
、

令
和
４
年
度
は
７
校
で
す
が
、
令

和
10
年
度
に
は
10
校
に
増
え
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

ど
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

【
調
査
結
果
】

　

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
で
把
握

し
て
い
た
耐
震
補
強
工
事
が
未
実

施
の
学
校
（
大
森
小
）
や
劣
化
が

進
行
し
早
期
の
対
応
が
必
要
な
学

校
（
大
田
小
・
仁
摩
小
・
第
一
中
・

第
二
中
・
大
田
西
中
）
に
加
え
、

塩
害
な
ど
に
よ
り
建
物
に
重
大
な

損
傷
が
認
め
ら
れ
た
学
校
（
鳥
井

小
・
五
十
猛
小
）
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
劣
化

地
域
説
明
会

今
後
の
予
定

児
童
・
生
徒
数
の
減
少

いずれも時間は19時から地域説明会（１月）

◇今後10年の児童・生徒数（推計）

◇令和４年と10年の児童数の比較

小　学　校　区 会　　　　　　場 開催日

仁 摩 小 学 校 仁 摩 小　体育館 11日㈬

温 泉 津 小 学 校 温泉津小　体育館 13日㈮

長 久 小 学 校 長 久 小　体育館 16日㈪

大 田 小 学 校 大 田 小　体育館 19日㈭

大 森 小 学 校 大森町並み交流センター 24日㈫

池 田 小 学 校 池 田 小　多目的室 26日㈭
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11
月
18
日
、
大
田
市
は
石
見
銀

山
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
（
杉
谷

雅
祥
代
表
取
締
役
）
と
「
災
害
時

等
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
内
で
の
災
害

発
生
時
に
、
市
が
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
災
害
発
生
現
場
な
ど
に

お
い
て
被
災
状
況
の
把
握
と
、
被

災
者
を
捜
索
す
る
た
め
、
石
見
銀

山
テ
レ
ビ
放
送
が
自
社
で
所
有
す

る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
飛
行
と

１
人
１
箱
の
物
資
配
付
で

避
難
所
運
営
の
強
い
味
方

被
害
の
状
況
を
い
ち
早
く
つ
か
む

撮
影
を
実
施
す
る
こ
と
で
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

締
結
式
で
は
、
市
長
が
「
協
定

の
締
結
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
支
援
活
動
の
体
制
確
保
が

で
き
、
災
害
発
生
時
の
安
全
な
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
さ

ら
な
る
連
携
強
化
が
図
ら
れ
る
」、

ま
た
、
杉
谷
社
長
は
「
ド
ロ
ー
ン

で
災
害
現
場
に
必
要
な
物
資
を
届

け
る
な
ど
、
市
民
に
よ
り
支
援
が

で
き
る
よ
う
体
制
を
強
化
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
災
害
発
生
の
初
期

対
応
に
備
え
る
「
災
害
時
に
お
け

る
物
資
の
保
管
等
に
関
す
る
協

定
」
を
株
式
会
社
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア

ル
・
エ
イ
ド
・
セ
オ
リ
ー
（
有
馬

朱
美
代
表
取
締
役
）
と
締
結
し
ま

し
た
。

　

今
回
協
定
を
締
結
し
た
避
難
者

に
配
付
す
る
物
資
は
、
災
害
発
生

か
ら
72
時
間
に
必
要
と
な
る
食

品
・
飲
料
・
衣
類
・
衛
生
用
品
・

防
災
用
品
で
、
１
人
分
を
１
つ
の

箱
に
セ
ッ
ト
し
た
も
の
で
す
。
特

に
災
害
発
生
後
の
72
時
間
は
、
被

災
地
は
混
乱
し
ま
す
。
中
で
も
支

援
物
資
の
仕
分
け
作
業
は
、
混
乱

す
る
要
因
の
１
つ
で
す
。
こ
の
物

資
が
あ
る
こ
と
で
配
付
作
業
の
み

と
な
り
、
避
難
所
開
設
時
の
負
担

軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

第
37
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

（
10
月
15
日
～
16
日
／
富
山
県
）
に
、
島

根
県
代
表
（
３
人
１
チ
ー
ム
）
と
し
て
出

場
し
た
田
辺
寿
朗
さ
ん
（
大
田
町
）
が
、

優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
を
10
月
26
日
、
市

長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

市
外
の
２
人
と
チ
ー
ム
を
組
む
田
辺
さ

ん
。「
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
、
投
げ
方
を
工

夫
し
て
練
習
し
て
き
た
成
果
が
出
た
」
と

大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

田
辺
さ
ん
は
、
続
く
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
か
な
が
わ
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会
（
11
月

12
日
～
14
日
）
に
も
島
根
県
代
表
チ
ー
ム

と
し
て
出
場
。
市
長
は
「
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
激

励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
全
川
合
町
民
で
構

成
さ
れ
る
「
か
わ
い
み
ま
も
り
た

い
」（
松
井
功
会
長
）
が
文
部
科

学
大
臣
表
彰
で
あ
る
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
11
月
14
日
、
市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

　
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」

と
、
平
成
16
年
に
設
立
。
町
内
の

組
織
と
連
携
し
、
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
見
守
り
活
動
や

通
学
路
の
安
全
確
認
な
ど
の
ほ

か
、
小
学
校
の
授
業
と
し
て
、
町

民
と
と
も
に
「
地
域
安
全
防
犯

マ
ッ
プ
づ
く
り
」
や
「
非
常
食
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、災
害
が
激
甚
化
、頻
発
化

し
て
お
り
、
今
後
ド
ロ
ー
ン
の
効

果
的
な
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
９
）

ド
ロ
ー
ン
を
手
に
す
る
杉
谷
社
長

（
左
）と
協
定
書
を
手
に
す
る
市
長

松
井
会
長（
左
か
ら
２
人

目
）ら
関
係
者

協
定
書
を
手
に
す
る
有
馬
代
表（
右
）

箱の中に入っている物資を説明する
有馬代表

田辺さん

かわいみまもりたい

文部科学大臣表彰を受賞 田辺さん
見事、全国制覇！
ねんりんピックにも出場
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
場
を
報
告

全
国
大
会

出
場
結
果
を
報
告

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
テ

ニ
ス
交
流
大
会
（
11
月
12
日
～
14

日
）
の
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
60
歳
以

上
）
に
島
根
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
大
木
戸
聖
司
さ
ん
（
仁
摩
町
）

が
11
月
２
日
、
市
長
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

大
木
戸
さ
ん
は
「
練
習
を
続
け

て
き
た
成
果
を
全
国
大
会
で
も
発

揮
し
て
、
少
し
で
も
良
い
成
績
が

残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
市
長
は
「
け

が
に
は
注
意
し
て
、
全
国
大
会
で

の
活
躍
を
祈
る
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
の
出
場
に
際
し
、

大
田
市
か
ら
奨
励
金
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

第
73
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
農
業
鑑
定
競
技
会
（
10

月
26
日
～
27
日
／
福
井
県
）
の
食

品
部
門
に
出
場
し
た
邇
摩
高
校
の

生
徒
が
、
11
月
１
日
に
市
長
へ
大

会
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

内
田
和
寿
さ
ん
（
３
年
）
は
「
全

国
大
会
出
場
と
い
う
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
良
か
っ
た
」、
筒
井
音

羽
さ
ん
（
３
年
）
は
「
自
分
な
り

に
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
め
た
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
全
国
大
会
出
場
と
い

う
経
験
が
財
産
に
な
る
。
将
来
に

向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

内
田
さ
ん（
右
）と
筒
井
さ
ん（
中
央
）

大木戸さん（左から２人目）ら関係者

新型コロナウイルス
ワ ク チ ン 接 種 来年₃月31日まで

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

　新型コロナウイルスワクチン接種の実施期間は、令和５年３月31日までです。
　接種を希望する場合は、早めに予約をしてください。

オミクロン株対応ワクチン接種 小児（₅～11歳） 乳幼児（₆か月～₄歳）

３～５回目接種
初回（１・２回目）接種
追加（３回目）接種

初回接種（３回）

対 象 者
初回接種（１・２回目接種）を完了した
12歳以上

５歳から11歳 生後６か月から４歳

ワクチン
ファイザー社製（12歳以上）
モデルナ社製（18歳以上）

ファイザー社製
５～11歳用ワクチン

ファイザー社製
生後６か月～４歳用ワクチン

接種回数 １回
初回接種　２回
追加接種　１回

３回で１セット

接種間隔 最終接種から３か月以上

２回目接種
　１回目接種から３週間
３回目接種
　２回目接種後、５か月以上

２回目接種
　１回目接種から通常３週間
３回目接種
　２回目接種後、８週間以上

接 種 券

・３～５回目接種の接種券が届いている
人で、まだ接種を受けていない場合は、
その接種券で接種が可能

・これから対象となる人へは、前回接種
日から３か月を経過する時期に接種券
を発送

初回接種　送付済み
追加接種

２回目接種から５か月を経
過する時期に接種券を発送

送付済み
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大
田
市
で
暮
ら
す
外
国
人
住
民

の
教
育
や
生
活
上
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
住
民

が
抱
え
る
問
題
の
相
談
対
応
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
行
政

機
関
な
ど
と
の
連
携
や
会
議
に
参

加
し
た
り
、
学
校
か
ら
の
依
頼
を

受
け
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
外

国
人
住
民
の
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▽
活
動
拠
点

　

お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館

▽
年
会
費　

２
０
０
０
円

▽
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

在
住
外
国
人
共
生
市
民
の
会

は
、
２
０
１
５
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
外
国
人
住
民
や
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
住
民
が
、
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
、
国
や
民
族
の
違
い

に
対
す
る
適
切
で
合
理
的
な
配
慮

が
な
さ
れ
、
と
も
に
心
豊
か
に
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

違
い
を
理
解
し
あ
い
、
学
び
あ

い
、
と
も
に
豊
か
に
な
れ
る
社
会

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
を
目
指

し
た
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
の

一
環
で
、
11
月
13
日
、
大
屋
町

の
住
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
未
来
の
地
域
・
拠
点
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
会
に
慣
れ
ず
、
初
め
は
戸

惑
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
は
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

11
月
13
日
、
３
年
ぶ
り
と
な
る

第
64
回
大
田
市
消
防
操
法
大
会
を

開
催
し
、
静
間
分
団
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
消
防
用
の
機
械
器
具

の
取
り
扱
い
や
操
作
の
基
本
に
つ

い
て
技
術
を
競
い
ま
す
。
ま
た
、

今
回
か
ら
儀
式
的
な
動
作
を
審
査

項
目
か
ら
外
し
、
よ
り
実
践
を
重

視
し
た
全
国
大
会
の
審
査
項
目
に

よ
り
実
施
。
こ
の
ほ
か
、
開
会
式

や
閉
会
式
は
開
催
せ
ず
、
出
場
す

る
７
分
団
を
１
分
団
ず
つ
時
間
差

で
集
合
さ
せ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策

を
徹
底
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　

優　

勝　

静
間
分
団

　

準
優
勝　

久
手
分
団

　

第
３
位　

温
泉
津
分
団

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

プ
は
久
利
地
区
で
も
開
催
。
上
げ

ら
れ
た
意
見
は
課
題
を
整
理
・
共

有
し
、
今
後
の
活
動
に
生
か
さ
れ

る
予
定
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
１
）

未
来
を
考
え
る

井
戸
端
会
議

消
防
操
法
大
会

静
間
分
団
が
優
勝

　

外
国
人
住
民
の
た
め
の
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
で
す
。
日
本

語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
友
達

が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

問
総
務
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
３
）

し
て
、
友
達
と
し
て
、
外
国
人
住

民
の
困
り
ご
と
を
専
門
機
関
に
つ

な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
拠
点

　

お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館

▽
年
会
費　

１
０
０
０
円

▽
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

外
国
人
住
民
の
日
本
語
学
習
だ

け
で
な
く
、
互
い
の
国
を
知
る
こ

と
で
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま

す
。
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
、
一

緒
に
楽
し
く
元
気
に
こ
の
町
で
の

生
活
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
国
語
が
で

き
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
も
あ
り
ま
す
。
温
か

く
向
き
合
う
心
が
大
切
で
す
。
い

つ
で
も
気
軽
に
教
室
を
訪
ね
て
く

だ
さ
い
。

　

大
田
市
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
外
国
人
の
暮
ら

し
を
支
援
す
る
団
体
や
個
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
う
ち
、
２
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問青木さん☎080 ‐ 6155 ‐ 4773
iwm0d3b3@go7.enjoy.ne.jp

問平田さん☎090 ‐ 5374 ‐ 1275 
setuko.hirata43@gmail.com

在住外国人共生市民の会

大田日本語サークルこだま

代
表

青
木　

正
三
さ
ん

代
表

平
田　

節
子
さ
ん

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

・日時　子ども　土曜日　
　　　　　　　　10：00～11：30
　　　　大　人　土・日曜日
　　　　　　　　10：00～12：00
※　要望により平日も随時開催します。
・場所　おおだふれあい会館
・負担金　1,000円（１年分）

日本語教室

５年後、10年後に望むことやそのた
めにチャレンジすることを話し合い

優勝した静間分団
田邊　優　分団長
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子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8196）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

遊びのヒント
ちょっとの工夫でわくわく遊び

元気ですこやか　おおだっ子

　鉛筆・時計・ミニカーなど、なんでもよいので並べま
す。お子さんが、それらを一度見て覚えた後に後ろ向き
になる間に一つ隠します。そして、お子さんが前を向い
て、なくなったものは何かを当てます。物の向きや並び
順を変えると分かりにくくなり、楽しさアップです！

　病院へ行くときに、お子さんの好きなシー
ル・お絵描きセット・小さい図鑑などを持っ
て出かけましょう。また、小さなおもちゃな

どは、服のポケットに入れてお子さんが探し
たり、左右のこぶしのどちらにあるか当てた
りして楽しめます。お子さんが隠す役をして
もよいですね！

令和４年度コミュニティ助成事業

マーチングセットを整備

　きんちゃく袋や紙袋を
用意します。その中にス
プーン・のり・洗濯ばさ
みなど、身近な物を入れ
ます。紙袋を揺すって音
を聞いたり、手を入れて

　手のひらが入るサイズ
の封筒を用意します。そ
の封筒に目や鼻、口を描
いて動物や人間にしま
す。そして、封筒の左右
にハサミで穴を開け、そ

　

市
で
は
、
宝
く
じ
「
地
域
防
災

組
織
育
成
助
成
事
業
」
の
助
成
金

を
受
け
、
サ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド
長
久

さ
わ
ら
び
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

（
１
２
８
人
）
の
幼
年
消
防
用
マ
ー

チ
ン
グ
セ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
サ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド

長
久
さ
わ
ら
び
園
で
交
付
式
を
開

催
。
大
田
市
少
年
女
性
防
火
委
員

会
の
幸
村
卓
己
会
長
（
消
防
長
）

が
社
会
福
祉
法
人
放
泉
会
の
瓜
坂

尚
之
理
事
長
に
目
録
を
手
渡
し
た

ほ
か
、「
火
の
用
心
」
を
園
児
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

年
長
児
が「
銀
河
鉄
道
９ス

リ
ー
ナ
イ
ン

９
９
」

の
曲
を
演
奏
し
、
披
露
。
そ
し
て
、

「
わ
た
し
た
ち
は
、
大
切
な
命
を

守
り
ま
す
。
火
遊
び
し
ま
せ
ん
、

火
の
用
心
」
と
防
火
の
誓
い
を
大

き
な
声
で
、
元
気
よ
く
宣
言
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
助
成
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
、
ク
ラ
ブ
員
へ
の
防
火
・

防
災
教
育
を
通
じ
て
、
地
域
・
各

家
庭
へ
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
） 年長児のさんさん組18人が演奏しました

目録を受け取る瓜坂理事長（右）

中に入っているもの、なぁに？

　クッションや座布団の下、家具の上などにおもちゃを
そっと隠してお子さんに探してもらいましょう。おもちゃ
ではなく、３時におやつ探しをするのもいいですね！大
きい子には、地図（見取り図）を描いて渡してもよいで
すよ。

お家の中で宝さがし

病院・待合室の遊び

封筒で人形ごっこ

なくなったものは、なぁに？

触ったりして、中身を当てます。わからないときは、ヒ
ントを出してあげましょう。

こから親指と小指を出して操ります。

尊い命
　元気に宣言
　　火の用心
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こんにちは

栄養士です

健康的なお酒の飲み方と栄養健康的なお酒の飲み方と栄養
アルコールと食事アルコールと食事

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

Ｑ１．お酒を飲むとき、何を食べたらいいの？
Ａ．エネルギー量を考えながら、つまみはバランスよく

選びましょう。お酒を飲むとき、つまみをほとんど食
べない、またはお酒をごはんの代わりにする人はいま
せんか？アルコール飲料だけでは、身体に必要な栄養
素をまかなうことはできません。

Ｑ２．焼酎なら血糖値を上げないから大丈夫？
Ａ．どんなお酒でも飲み過ぎたら同じです。日本酒、ビー

ル、ワインなどの醸造酒は糖質を含み、焼酎、ウィス
キーなどの蒸留酒は糖質を含みません。このことから
誤解が生まれたものと思われます。しかし、血糖値は
糖質の量だけに左右されるのではなく、アルコールの
濃度やインスリン分泌などへの影響も考慮する必要が
あり、いずれのアルコール飲料でも大きな差はないと
いわれています。

Ｑ３．適度な飲酒量はどのくらい？
Ａ．節度ある適度な飲酒は、純アルコールで１日20㌘程

度、女性や65歳以上の高齢者はその半分程度とされて
います。長くお酒を楽しむためにも、栄養バランスや
食事量を考えながら、適量を守りましょう。

純アルコールで１日20㌘って、どのくらい？　
ビール（５％）500㎖または焼酎（25度）100㎖

アルコールと食事　Ｑ＆Ａ

　昔から ｢酒は百薬の長｣ といわれ、適度な飲酒
は、ストレス解消や虚血性心疾患のリスクを低く
するなどの効果があるとされています。一方、適
量を超えて長い期間アルコールを摂取していると、
脂肪肝、肝硬変のほか、膵

すい

炎
えん

、食道がんなどのリ

スクを増やし、さまざまな疾患の原因となる可能
性が高まります。
　長年お酒を飲んでいる人も、肥満や健診の数値
が気になる人も、お酒との付き合い方を、もう一
度見直してみませんか。

【たんぱく質の多い料理】
刺身・焼き魚・焼き鳥・オムレツ・茶わん蒸し・枝豆・
大豆製品・チーズ　など

【野菜料理】
　サラダ・炒め物・おひたし・酢の物

休肝日は少なくとも週に１回はもちましょう

アルコール今月の「＋
プラス

１
ワン

」

おすすめのおつまみ

・油の多い料理を食べ過ぎない
・空腹で飲み始めない

胃が空っぽの状態で飲み始めると、アルコールが急激
に吸収され、身体に負担がかかります。飲む前に少し
食べておくと、負担が減り、酔いも軽減されます。
・１週間に２日（48時間）は休肝日を

ノンアルコール飲料などを上手に活用して、大量飲酒
をしないように気をつけましょう。
・飲酒後の運動や入浴は控える

飲酒後の身体は血中アルコール濃度が高く、アルコー
ルを分解・処理している真っ最中。このときに入浴す
ると、アルコールの分解が遅れます。また、飲酒後に
運動すると血液の循環が早くなり、すぐに酔いが回り、
事故や心臓発作の危険性もあります。

お酒を飲むときに注意したいこと

問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

年末年始休み　12月29日㈭〜１月₃日㈫
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　献血は、病気やけがで輸血や血しょう分画
製剤を必要とする患者さんのために、自分の
血液を自発的に無償で提供することです。皆
さんの善意の献血によって、多くの患者さん
の命が救われます。

₉：30～11：30　大田市消防本部
13：30～16：00　大田市役所

１月10日㈫

健康ガイド１月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

１月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 18日㈬ ₉：30～11：00
仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談 母子健康手帳・バスタオル

育 児 教 室
（前期） 13日㈮ 10：00～11：30

受付₉：45～
ふれあい遊び・絵本読み聞かせ
など（妊婦さんも大歓迎）

母子健康手帳・バスタオル
おむつ・お子さんの飲み物

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 ‐ 21 ‐ 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 ‐ 20 ‐ 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

献血

◇
青
笹
涼
華
さ
ん

　

始
め
は
一
人
暮
ら
し
と
勉
強
と

の
両
立
が
大
変
で
し
た
が
、
学
校

に
も
慣
れ
、
今
は
楽
し
く
充
実
し

た
学
院
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
看
護
師
と
な
っ
て
大
田
へ

帰
っ
た
際
に
は
患
者
さ
ん
の
ニ
ー

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
看
護
の
勉
強
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
福
間
美
来
さ
ん

　

地
元
か
ら
離
れ
て
９
か
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
益
田
で
の
生
活
に

も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

大
田
の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
田
の

現
状
に
つ
い
て
も
勉
強
し
つ
つ
、

ま
ず
は
２
年
後
の
国
家
試
験
合
格

を
目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

◇
清
水
優
聖
さ
ん

　

同
じ
学
年
の
男
子
が
５
人
と
少

な
い
で
す
が
、
仲
が
良
く
、
看
護

師
に
な
っ
て
い
こ
う
と
お
互
い
励

ま
し
合
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
で
卒

業
し
、
将
来
は
看
護
師
と
し
て
大

田
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
学
院
生
活
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　

市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域

医
療
に
貢
献
し
た
い
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学

部
や
石
見
高
等
看
護
学
院
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、
今
年
度
、
石
見
高
等
看
護
学
院
に
入
学
し
た

３
人
の
学
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

左
か
ら
青
笹
さ
ん
、福
間
さ
ん
、清
水

さ
ん



広報おおだ　Ｒ4（2022）12.15 12

　

高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認

知
症
、
軽
度
認
知
障
害
（
認
知
症

予
備
軍
）
と
い
わ
れ
、
若
年
者
も

認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
早
期
に
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ
る
岡

田
和
悟
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

Ｑ
１
．
認
知
症
は
ど
ん
な
病
気
な

の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
正

常
に
発
達
し
た
知
能
が
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
に
よ
る
脳
の
病
気
の

た
め
、
そ
の
機
能
が
低
下
し
て
、

仕
事
や
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気

は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
約
半

【
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
】
認
知

症
の
速
や
か
な
鑑
別
診
断
や
専
門
医
療

相
談
な
ど
を
お
こ
な
う
医
療
機
関
で
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

家
族
や
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
で
認
知
症
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

数
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
で
、
こ
の
ほ
か
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
、血
管
性
認
知
症
、

前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど
が
主

な
病
型
で
す
。

Ｑ
２
．
ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
で

し
ょ
う
か
？

Ａ
．
認
知
症
で
は
、「
物
忘
れ
が

ひ
ど
い
」、｢

時
間
や
場
所
が
わ

か
ら
な
い｣

、「
物
事
を
最
後
ま

で
や
り
と
げ
ら
れ
な
い
」
な
ど

の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
意
欲
が
低
下
し
て
家
事

や
趣
味
、
人
と
の
付
き
合
い
を

し
な
く
な
っ
た
り
、
不
安
や
イ

ラ
イ
ラ
が
増
え
た
り
、
性
格
が

変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
３
．
早
期
発
見
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
日
常
生
活
の
中
で
、「
つ
い

先
ほ
ど
の
出
来
事
を
忘
れ
て
し

ま
う
」、「
何
度
も
同
じ
こ
と
を

聞
く
」、「
時
間
や
場
所
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
の
症
状
が
増
え
、

日
常
生
活
や
仕
事
に
支
障
が
あ

る
場
合
に
は
、
受
診
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
探
し
物
が
増
え
て
、

誰
か
に
物
を
取
ら
れ
た
と
い
う

場
合
や
こ
れ
ま
で
し
て
い
た
家

事
や
趣
味
、
人
と
の
付
き
合
い

を
し
な
く
な
っ
た
な
ど
の
症
状

も
要
注
意
で
す
。

Ｑ
４
．
ど
こ
に
相
談
・
受
診
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内

に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
が
い

る
病
院
（
石
東
病
院
・
う
め
が

え
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
大
田
市

立
病
院
）
や
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
＊
（
大
田
シ
ル
バ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
田
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
必
要
な
情

報
や
支
援
の
提
供
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
５
．
家
族
は
ど
う
接
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
認
知
症
は
物
忘
れ
を
は
じ
め

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が

出
ま
す
。
感
情
面
の
出
来
事
は

心
に
長
く
残
る
こ
と
が
多
く
、

物
忘
れ
に
対
し
て
怒
っ
た
り
、

叱
っ
た
り
す
る
こ
と
は
逆
効
果

と
な
り
ま
す
。
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
場
合
に
は
家
族
も
認
知

症
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
対
応

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大田シルバークリニック
大田圏域連携型認知症

疾患医療センター
院長　岡田和悟先生

認
知
症
の
人
も

そ
う
で
な
い
人
も

み
ん
な
笑
顔
で

認
知
症
の
人
も

そ
う
で
な
い
人
も

み
ん
な
笑
顔
で
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「
認
知
症
の
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
」
が
大

切
で
す
。
周
囲
の
人
や
か
か
り
つ
け
医
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

物忘れがひどい
□同じことを何回も言ったり、質問したりする
□しまい忘れや置き忘れが多く、探し物をすることが増

える
□買い物へは行けるが、昨日買ったものをまた買ってく

る
□スーパーなどで車をどこに駐車したかを忘れ、さがし

回る
□留守番をしていて伝言を忘れてしまう
□今切ったばかりの電話の相手や内容を忘れてしまう
判断・理解力が衰える
□テレビや新聞の内容が理解できなくなる
□電子レンジやテレビチャンネルの操作ができなくなる
□食事は作れるが、味付けが変わったり、メニューが単

調になる
□掃除を几帳面にしていた人が、散らかしっぱなしのま

まのことが多くなる

ステップ③に進めない――
　怒りをぶつければ、お互いにイライラ。認知症の症状
への理解が必須です。どんなに不可思議な言動にも、理
由があり、本人の考えがあります。何度も繰り返す言動
も、本当に忘れてしまうからなのです。

４つ以上あてはまる場合は、かかりつけ医に相談しましょう。

時間・場所がわからない
□考え込まないと日付がわからない
□約束した日付や場所を間違えるようになる
□慣れた道で迷子になることがある
意欲がなくなる
□服装や化粧にあまり気を使わなくなり、洒

し ゃ れ

落っ気がな
くなった

□新しい事柄に取り組むことをしなくなる
□これまで楽しかった趣味などに興味をもたなくなる
□何をするにもおっくうがり、自分から行動しなくなる
人柄が変わる
□ささいなことで怒りっぽくなる
□まわりへの気遣いがなくなり、
　頑固になる

（しまね認知症疾患医療センター）

認知症チェックリスト

④
受
容

認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
認
知
症
の

人
の
心
理
を
介
護
者
自
身
が
わ
か
る
よ
う
に
な

る
。
認
知
症
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

②
怒
り
・
拒
絶

ど
う
対
応
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
混
乱
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
腹
を
立
て
怒
る
。
精
神

的
・
身
体
的
に
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、

拒
絶
感
や
絶
望
感
に
陥
る
。

③
割
り
切
り

怒
っ
て
も
よ
い
こ
と
は
な
い
と
気
づ
き
は
じ
め
、

割
り
切
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
症
状

は
同
じ
で
も
、
心
は
軽
く
な
る
。

①
戸
惑
い
・
否
定

こ
れ
ま
で
に
な
い
言
動
に
戸
惑
い
、
否
定
し
よ

う
と
す
る
。
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
悩
む
。

介
護
者
が
認
知
症
を

受
け
入
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
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ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。
認
知
症
の
悩
み
ご
と
の
共

有
や
介
護
の
ヒ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ

ス
、
経
験
談
な
ど
の
情
報
共
有
や

交
流
が
で
き
る
場
で
す
。

◇
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会

・
開
催
日　

毎
月
第
２
土
曜
日

・
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー

・
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
世
話
人
（
野
津
さ
ん
☎
０

８
０
‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

◇
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

・
開
催
日　

毎
月
第
２
水
曜
日

・
会
場　

市
立
病
院
多
目
的
室

・
参
加
費　

無
料

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か

く
見
守
る
支
援
者
で
す
。
友
人
や

家
族
に
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
る
こ

と
や
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の
気

持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
こ

と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
で
す
。

養
成
講
座
を
受
講
す
る
と
、
誰
で

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
気

持
ち
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
お
互
い
に
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
づ

く
の
は
本
人
で
す
。
物
忘
れ
に
よ

る
失
敗
、
家
事
や
仕
事
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

何
と
な
く
お
か
し
い
と
感
じ
始
め

ま
す
。「
言
わ
れ
て
も
思
い
出
せ

な
い
物
忘
れ
」
が
重
な
る
と
、
本

人
も
不
安
を
感
じ
始
め
ま
す
。

　
「
誰
よ
り
も
心
配
で
、
苦
し
い
、

悲
し
い
の
も
本
人
」
で
す
。

　

誰
で
も
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

情
を
持
つ
よ
う
に
、
認
知
症
の
人

も
同
じ
で
す
。
そ
の
人
が
認
知
症

と
い
う
病
気
に
な
っ
た
だ
け
な

の
で
す
。さ
り
げ
な
く
、自
然
に

…
…
。そ
れ
が
一
番
の
支
援
で
す
。

　

認
知
症
の
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

付
き
合
い
を
基
本
的
に
は
変
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
知
症

の
人
に
は
認
知
症
へ
の
正
し
い
理

解
に
基
づ
く
対
応
が
必
要
で
す
。

　

次
の
点
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

普
段
か
ら
さ
り
げ
な
い
言
葉
が
け

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
「
な
い
」

①
驚
か
せ
な
い

②
急
が
せ
な
い

③
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

対
応
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
は
見
守
る

②
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る

③
声
を
か
け
る
と
き
は
１
人
で

（
複
数
で
取
り
囲
む
と
恐
怖
心

が
生
ま
れ
や
す
い
で
す)

④
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

⑤
や
さ
し
い
口
調
で

⑥
穏
や
か
に
、
は
っ
き
り
し
た
話

し
方
で

⑦
相
手
の
言
葉
を
聴
き
、
ゆ
っ
く

り
対
応
す
る

　
「
お
お
だ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
講
し
、
あ
な
た

も
応
援
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
の
人
は

何
も
分
か
ら
な
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

支
え
合
う
こ
こ
ろ

　
　
　

―
―
か
か
わ
る
人
の
心
構
え

か
か
わ
る
人
の
心
構
え

も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
約

３
６
０
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
年
３
回
、
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ

　養成講座を開催する団体を募集中で
す。自治会や職場、学校などに講師が出
向きます。開催予定の１か月前までに地
域包括支援センターにご連絡ください。

養成講座を開催しませんか

おおだ認知症サポーター
養成講座

邇摩高校３年生が受講

・「福祉」の字の意味など、授業でも
聞いたことがないことも教えてもら
い、とてもよかった

・認知症の人への接し方など、認知症
の人の気持ちになって発言・行動を
することが大切だとわかった

・自分たちも高齢になって、認知症に
なったときは、やさしく、笑顔で対
応してくれる人が介護士だとよいと
思った

・今回学んだことを、これからの授業、
実習などに生かしていきたい

・私の思う「福祉」は、人を笑顔にす
ることだと思っていたが、人によっ
ては幸福であり、人とのつながりで
あり、人によって捉え方が違うのだ
なと思った

・治療や薬では治せないキズも介護の
力で治せるかもしれないと思った

・祖父が認知症で、僕に聞いたことを
忘れてまた聞き返すということが
あったが、反発せず、しっかり対応
をするというのは間違っていなかっ
たと思い、ホッとした

・介護福祉士という職業は偉大だと感
じた。私もこのような介護福祉士を
目指して頑張っていきたい

養成講座を受講した
邇摩高校の生徒の感想
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ま
ず
は
、
認
知
症
発
症
の
リ
ス

ク
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

◇
血
管
性
認
知
症
の
予
防

　

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
肥

満
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。

◇
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
予
防

　

運
動
・
食
事
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
習
慣
病
対
策
に
は
、
発
症
を

遅
ら
せ
る
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◇
老
化
に
よ
る
脳
の
病
気
の
加
速

因
子
を
防
ぐ

　

脳
や
身
体
を
使
わ
な
い
「
廃
用
」

は
、
認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
加

速
さ
せ
ま
す
。
廃
用
の
背
景
に

は
、
う
つ
病
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
初
期
に
み
ら
れ
る
う
つ
状
態
が
、

　

脳
の
活
性
化
に
は
い
ろ
い
ろ
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
、
楽
し

く
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。
本
人
が

嫌
が
る
の
に
無
理
強
い
す
る
の
は
、

ス
ト
レ
ス
や
自
信
喪
失
に
つ
な
が

り
逆
効
果
と
な
り
ま
す
。

①
快
刺
激
で
笑
顔
に

心
地
よ
い
刺
激
や
、
笑
う
こ
と

に
よ
り
、
意
欲
を
も
た
ら
す
脳

内
物
質
（
ド
パ
ミ
ン
）
が
た
く

さ
ん
放
出
さ
れ
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
安
心

社
会
と
の
接
触
が
失
わ
れ
る

と
、
認
知
機
能
の
低
下
を
促
進

　

介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に

は
、
栄
養
（
食
・
か
む
力
）、
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
、
有
酸
素
運

動
（「
０
８
５
４
‐
８
体
操
」
な

ど
の
軽
く
息
が
は
ず
む
程
度
の
運

動
）
な
ど
が
効
果
的
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
も
大
切
で
す
。
閉
じ
こ

も
り
が
ち
で
、
人
と
の
交
流
の
機

会
が
少
な
い
人
は
、
認
知
症
に
な

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
な
外
出
で
な
く
と
も
、
近
所

の
人
と
声
を
か
け
あ
う
、
地
域
の

行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
身
近
な

交
流
を
積
極
的
に
お
こ
な
う
こ
と

も
有
効
で
す
。

　

市
で
は
、
市
内
22
か
所
で
高
齢

者
「
通
い
の
場
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
の
サ
ロ

ン
も
多
数
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

さ
せ
ま
す
。
友
人
や
家
族
な
ど

と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

③
役
割
・
日
課
を
も
と
う

人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
日
課
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
生
活
を

充
実
さ
せ
、
認
知
機
能
を
高
め

ま
す
。

④
ほ
め
る
・
ほ
め
ら
れ
る

ほ
め
て
も
、
ほ
め
ら
れ
て
も
ド

パ
ミ
ン
が
た
く
さ
ん
放
出
さ
れ

ま
す
。
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
学

習
や
活
動
を
す
る
と
き
は
、
ほ

め
て
、
や
る
気
が
起
こ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

認
知
症
の
発
症
予
防
の
た
め
に

　
「
何
を
し
た
ら
よ
い
か
」
で
は

な
く
、
ど
う
刺
激
あ
る
日
常
生
活

を
送
る
か
が
重
要
で
す
。
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
、
刺
激
の
あ
る
活

動
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

し
ば
し
ば
隠
れ
て
い
ま
す
。

脳
の
活
性
化
を
図
る

認
知
症
の
予
防
と
は
？

介
護
予
防
活
動

池田地区通いの場　理学療法士の体操指導

家族の介護や福祉の相談をお受けします
まずは、ご連絡ください

かかりつけ医との連携、在宅医療・介護連携の
相談窓口、医療・介護関係機関との調整など

認知症のテーマカラー

認知症の啓発活動

認知症サポーターの証
サポーターカード

オレンジのわけ

オレンジウォーキング

大田市地域包括支援センター
☎0854 ‐ 83 ‐ 7766

　江戸時代に作られた有田焼の赤絵
磁器は、柿の色を表現しており、海
外に輸出され高い評価を受けました。
このように、認知症の支援・啓発が
日本から世界へ広く知れ渡ることを
願い、オレンジ色が認知症のテーマ
カラーとなりました。

　認知症になっても暮らしやすいま
ちづくりを目指して活動するＲ

ラ ン

ＵＮ
伴
とも

しまね２０２２おおだエリア実行
委員会（藤原拓矢代表）。10月２日、

「認知症の人とともに歩み、社会を
変える大きな力に」との願いを込め
て、イメージカラーのオレンジ色の
Ｔシャツに身を包み、大森町の町並
みを歩きました。
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中央図書館　　☎0854 ‐ 84 ‐ 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 ‐ 88 ‐ 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 ‐ 65 ‐ 2177　10：00～18：00

１月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ⑦

⑧ ９ 10 11 12 13 ⑭

⑮ 16 17 18 19 20 �

� 23 24 25 26 27 �

� 30 31 　 　 　 　

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

図書館 行　　　事 日　　　　　　　時

中　央

おはなし会 14日㈯・28日㈯ 14：00～14：20

ストーリーテリング 21日㈯ 14：00～14：20

古文書を読む会 21日㈯ 14：00～16：00

鈴木賞展 ４日㈬～29日㈰

仁　摩
おはなし会 21日㈯ 10：15～10：45

写真クラブ“遊”写真展 ４日㈬～23日㈪

◇行事と企画展

◇展示テーマ

『橋の上で』　湯本　香樹実／文　酒井　駒子／絵
河出書房新社（中央図書館所蔵）

　つらいことがあり、気持ちが沈んでしまう。マイナス思考
に陥り、なかなか浮上することができないもどかしさや、誰
かにすがりたくなる気持ちを抱くことなどは、誰にでもある
ことだと思います。この１冊は、目を背けたくなる気持ちや
出来事に静かに寄り添ってくれています。
　どうか、本書と出会った人の気持ちが、最後のカラーペー
ジのように晴れますように……。

中央図書館　「和文化　多文化」
仁摩図書館　「今年の抱負展／寄贈本展」

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

「セキュリティ
万全の港」

　

今
回
は
、
温
泉
津
の
湾
の
特
徴

を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
見
銀
山
が
作
ら
れ
る
は
る
か

前
、
約
１
５
０
０
万
年
前
頃
、
日

本
列
島
が
形
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
力
の
源
は
、
海
底
火
山
の

噴
火
で
し
た
。
こ
の
と
き
降
り
積

も
っ
た
火
山
灰
に
よ
っ
て
、
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩が
ん

と
呼
ば
れ
る
軟
ら
か
い
地
層
が

で
き
ま
し
た
。
凝
灰
岩
の
地
層

は
、
水
の
流
れ
に
よ
っ
て
浸
食
さ

れ
や
す
い
一
方
で
、
崩
れ
に
く
い

性
質
が
あ
り
、
切
り
立
っ
た
谷
が

で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
５
０
万
年
前
の
火

山
活
動
に
よ
り
、
湾
の
奥
側
に
石

見
銀
山
と
な
る
山
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
山
に
よ
り
、
温
泉
津
の
湾
に

注
ぐ
川
は
短
い
う
え
に
流
れ
込
む

本
数
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、

湾
を
埋
め
て
し
ま
う
ほ
ど
の
川
か

ら
の
土
砂
の
堆
積
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
奥
ま
っ
た

ま
ま
で
、
水
深
の
深
い
湾
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
泉
津
湾
の
枝え

だ

湾わ
ん

の
一

つ
に
沖お

き

泊ど
ま
り

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
あ

た
り
の
海
岸
は
北
西
に
開
け
て
お

り
、
秋
か
ら
冬
の
日
本
海
に
吹
く

風
に
対
し
て
、
強
く
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
沖
泊
は
そ

の
風
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
る
方

向
に
向
き
、「
風か

ぜ

待ま

ち
」
に
適
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
16
世
紀
後
半
に
は
銀
を

運
び
出
す
た
め
の
港
で
あ
っ
た
沖

泊
は
、
湾
の
両
側
が
切
り
立
っ
た

地
形
で
、
そ
の
尾
根
の
先
端
に
は

城
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
湾
に
つ

な
が
る
道
は
奥
側
に
続
く
１
本
だ

け
で
す
。
海
か
ら
入
る
船
を
城
か

ら
見
張
る
こ
と
で
守
り
が
固
く
、

つ
ま
り
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
万
全
」

の
港
と
な
り
ま
し
た
。

　

奥
ま
っ
て
い
て
穏
や
か
で
、
水

深
も
深
く
大
き
な
船
も
出
入
り
で

き
る
―
―
。
さ
ら
に
守
り
や
す
い

小
さ
な
港
ま
で
あ
る
温
泉
津
は
、

ま
さ
に
天
然
の
良
港
と
し
て
、
戦

国
時
代
の
石
見
銀
山
を
「
世
界
の

石
見
銀
山
」
に
し
た
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
地
形
は
、
２
つ
の
時

代
の
火
山
活
動
で
自
然
に
生
み
出

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第９回
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　今回の研修会にあわ
せ、島根県と共催し、拉
致問題啓発パネル展を会
場で開催しました。

拉致問題啓発
パネル展を開催

きずな
　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事

件
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
昭
和
50

年
代
に
か
け
て
全
国
各
地
で
発
生

し
ま
し
た
。
昭
和
53
年
に
は
恋
人

同
士
や
親
子
な
ど
複
数
人
の
拉
致

事
件
が
起
こ
り
、
ま
た
、
昭
和
55

年
以
降
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
日

本
人
が
拉
致
さ
れ
る
事
件
が
続
き

ま
し
た
。

　

そ
の
拉
致
被
害
者
（
拉
致
の
可

能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
も
含
め

る
）
は
、
令
和
３
年
12
月
現
在
で

８
８
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
日
本
に
帰
国
で
き
た
の

は
、
わ
ず
か
５
人
。
日
本
政
府
は

拉
致
被
害
の
認
定
の
有
無
に
か
か

　

昭
和
39
年
10
月
５
日
、
名
古
屋

市
で
生
ま
れ
た
横
田
め
ぐ
み
さ
ん

は
、
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
東
京

都
品
川
区
、
広
島
市
、
新
潟
市
と

住
む
と
こ
ろ
を
変
え
な
が
ら
、
家

族
と
幸
せ
な
生
活
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
52
年
11
月
15
日

夕
方
、
当
時
13
歳
の
め
ぐ
み
さ
ん

が
、
突
然
行
方
不
明
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
め
ぐ
み
さ
ん
や
家

族
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

　

研
修
会
で
は
、
拉
致
被
害
者
の

家
族
が
被
害
者
一
人
ひ
と
り
に
呼

び
か
け
、
ま
た
、
政
府
に
対
し
て

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
、

国
民
に
は
協
力
を
求
め
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
映
像
も
上
映
し
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
９

年
に
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
め

ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
北
朝

鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡

会（
家
族
会
）」
を
結
成
す
る
な
ど
、

家
族
も
一
致
団
結
し
て
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
い
ま
し
た
。
警
察
は
誘
拐
、
事

故
、
家
出
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

想
定
し
て
捜
索
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
撃
者
も
遺
留

品
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
め
ぐ
み
さ
ん
は
北

朝
鮮
工
作
員
に
連
れ
去
ら
れ
、
北

朝
鮮
に
向
か
う
工
作
船
の
真
っ
暗

で
寒
い
船
倉
に
40
時
間
も
閉
じ
こ

め
ら
れ
、
泣
き
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

め
ぐ
み
さ
ん
が
北
朝
鮮
に
着
い
た

と
き
に
は
、
出
入
口
や
壁
な
ど
を

引
っ
か
い
て
い
た
た
め
、
手
の
爪

が
は
が
れ
そ
う
に
な
り
、
血
だ
ら

け
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
家
族
は
、

そ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
め
ぐ
み
さ
ん

を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
11
月
29
日
、
日
本
人

名
義
の
偽
造
旅
券
を
所
持
し
た
北

朝
鮮
工
作
員
の
２
人
が
、
バ
グ

ダ
ッ
ド
発
ソ
ウ
ル
行
き
の
大
韓
航

空
機
に
時
限
爆
弾
を
仕
掛
け
て
上

空
で
爆
破
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
大

韓
航
空
機
爆
破
事
件
に
よ
り
、
多

く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
件
の
実
行
犯
が

「
日
本
人
女
性
が
工
作
員
の
日
本

語
教
育
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
」

と
証
言
。
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
の
疑
い
が
濃
厚
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
北
朝
鮮
は
こ
う
し
た

事
実
や
事
件
そ
の
も
の
へ
の
関
与

を
完
全
に
否
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
14
年
９
月
17
日
に

開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
朝
首
脳
会

談
に
お
い
て
、
初
め
て
拉
致
を
認

め
、
謝
罪
。
再
発
防
止
を
約
束
し

ま
し
た
。

　

こ
の
翌
月
、
５
人
の
日
本
人
拉

致
被
害
者
が
24
年
ぶ
り
に
日
本
に

帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
め
ぐ
み
さ
ん

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
昭
和
52
年
10
月

21
日
、
鳥
取
県
米
子
市
に
お
い

て
、
自
宅
近
く
の
編
み
物
教
室
に

向
か
っ
た
ま
ま
失
踪
し
、
そ
の
状

況
や
時
期
な
ど
か
ら
、
北
朝
鮮
に

拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
松
本
京
子
さ
ん
の
家
族
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
の
解
決
に
向
け
て

ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

拉
致
被
害
者
御
家
族

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

10
月
24
日
、
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」・「
拉
致
被
害
者
御
家
族
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
上
映
会
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
で
開
催
し
、
１
９
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
国
と
の
共
催
事
業
と
し
て
実
施
。
あ
わ
せ

て
、
内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部
事
務
局
、
総
務
・
拉
致
被
害

者
等
支
援
室
の
小
西
慶
典
企
画
官
、
中
村
哲
太
郎
参
事
官
補
佐
が

「
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
」
に
向
け
た
政
府
の

取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者

を
一
刻
も
早
く
帰
国
さ
せ
る
よ
う

北
朝
鮮
に
対
し
強
く
求
め
て
い
ま

す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

「
拉
致
被
害
者
御
家
族
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
上
映
会

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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市　勢
（令和４年12月１日現在）

○人　口　32,838人　　（△　38）
　・男　　15,783人　　（△　20）
　・女　　17,055人　　（△　18）
○世帯数　15,557世帯（　　9）
○出生数　　　16人
○死亡数　　　69人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い
場

合
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
者
の
１
人

に
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
の
弔
慰
金
受
給
権
者

　

１
月
か
ら
、
市
と
軽
自
動
車
検

査
協
会
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

納
付
確
認
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
車
検
の
際
に
継
続

検
査
窓
口
で
、
納
税
証
明
書
を
提

示
す
る
こ
と
が
原
則
不
要
と
な
り

ま
す
。

※　

二
輪
・
原
付
・
小
型
特
殊
は

対
象
外
で
す
。

な
ど
を
受
け
て
い
る

③
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
か
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る

問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
３
）

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
が

あ
り
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人

や
、
そ
の
父
母
・
養
育
者
を
対
象

と
し
た
各
種
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
～
③
所
定
の
診
断
書
、
は
ん
こ
、

指
定
口
座
の
通
帳
、
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
と
本
人
の

確
認
が
で
き
る
も
の

①
保
護
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄

（
抄
）
本

③
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
わ
か

る
証
明
書
な
ど

※　

ほ
か
の
書
類
を
求
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

次
の
場
合
は

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
～
③
児
童
福
祉
施
設
・
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、
前

年
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

①
②
障
が
い
を
理
由
と
す
る
年
金

※　

納
付
確
認
が
で
き
る
ま
で
、

納
付
か
ら
２
週
間
程
度
を
要
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
の

車
検
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納

税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

問
収
納
管
理
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
６
）

戦
没
者
等
の

②
子　

③
父
母　

④
孫

⑤
祖
父
母　

⑥
兄
弟
姉
妹

⑦
上
記
①
～
⑥
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族

※　

③
～
⑥
は
、
戦
没
者
等
と
の

生
計
関
係
の
有
無
な
ど
に
よ
り
順

位
が
変
わ
り
ま
す
。

※　

⑦
は
、
生
計
要
件
が
あ
り
ま

す
。

▽
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
締
切　

３
月
31
日
㈮

申
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
７
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

戦
没
者
等
の
遺
族
に
支
給

第
11
回
特
別
弔
慰
金

軽
自
動
車
車
検
時

納
税
証
明
書
の
提
示
を
省
略

在
宅
の
身
体・知
的・精
神

障
が
い
者
へ
の
手
当

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

必
要
な
物
品
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
の
世

帯
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

る
こ
と
（
介
護
し
て
い
る
人
が

別
世
帯
の
場
合
は
、
そ
の
世
帯

も
非
課
税
で
あ
る
こ
と
）

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
要
介
護

認
定
で
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

と
認
定
さ
れ
た
要
介
護
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

※　

施
設
に
入
所
中
の
人
や
入
院

中
の
人
は
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
さ
れ
る
介
護
用
品
の
例

紙
お
む
つ
、
使
い
捨
て
手
袋
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

▽
支
給
限
度
額　

月
額
８
０
０
０

円
を
上
限
に
現
物
を
支
給

※　

支
給
を
受
け
る
に
は
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
８
７
８
７
）

介
護
用
品
の
支
給

手当の種類 対象となる人 月額受給額

①特別児童扶養手当
20歳未満で一定の障がいのある児童を監護・養育し
ている父母または養育者

１級　52,400円
２級　34,900円

②障がい児福祉手当
20歳未満で重度の障がいがあるため、日常生活で常
時の介護を必要とする人

14,850円

③特別障がい者手当
20歳以上で著しく重度の障がいがあるため、日常生
活で常時特別の介護を必要とする人

27,300円

（受給額はR４.４.１現在）
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次
の
と
お
り
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

被
保
険
者
全
員

▽
発
送
時
期　

１
月
中
旬

▽
診
療
月　

令
和
３
年
11
月
～
令

和
４
年
10
月
分

※　

令
和
４
年
11
・
12
月
診
療
分

の
医
療
費
や
医
療
費
通
知
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
医
療
費
は
、
領
収

書
に
基
づ
き
、
別
途
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
申
告

書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※　

療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ
う
）

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど

ん
な
仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

　

島
根
県
内
の
保
育
職
場
に
就
職

を
希
望
す
る
人
や
、
令
和
５
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
学
生
へ
の
就
職

支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
15
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
会
場　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
）

▽
内
容　

保
育
所
Ｐ
Ｒ
、
保
育
所

に
よ
る
就
職
面
談
、
個
別
相
談

な
ど

▽
参
加
費　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
申
込
方
法　

島
根
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特

設
ペ
ー
ジ
か
ら

問
（
社
福
）
島
根
県
社
会
福
祉
協

議
会

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
５
７
）

▽
日
時　

１
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
相
談
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
対
象　

就
職
を
希
望
す
る
人

※　

詳
し
く
は
、
就
職
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
島
根
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田

（
☎
０
８
５
５
‐
25
‐
５
１
１
１
）

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
６
日
㈮
・
20
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
15
人

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

通
知
を
確
定
申
告
に
使
用
す
る
場

合
は
、
令
和
４
年
５
月
（
令
和
３

年
10
月
～
令
和
４
年
１
月
施
術

分
）、
９
月
（
令
和
４
年
２
～
５

月
施
術
分
）
と
令
和
５
年
１
月
送

付
予
定
分
を
あ
わ
せ
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
10
～
12
月

施
術
分
に
つ
い
て
は
、
施
術
所
が

発
行
す
る
領
収
書
が
必
要
で
す
。

問
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

（
☎
０
８
５
２
‐
20
‐
７
５
２
５
）

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
を
通
知
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

し
ま
ね
の
保
育
職
場

合
同
相
談
会

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会 

㏌ 

大
田

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含
む
）

ま
た
は
会
社
な
ど
の
役
員
が
事
業

を
廃
止
し
た
場
合
な
ど
に
備
え
、

あ
ら
か
じ
め
資
金
を
積
み
立
て
る

制
度
で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い

え
ま
す
。
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

で
き
、
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
が
運
営
し
、 

商
工
会
や
商
工
会

議
所
、
金
融
機
関
の
本
支
店
な
ど

の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
共
済
相
談
室

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１

７
１
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

催
　
　
し

▽
日
時　

１
月
14
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう
案内することはありません。不審な場合は、
介護保険課へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

ATMに行って！は詐
さ

欺
ぎ

　令和５年の年頭にあたり、消防関
係者が一堂に会し、士気を高め「災
害に強いまちづくり」の実現を誓い
ます。
　なお、式典・分列行進・一斉放水
は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、無観客でおこないます。
　ご理解とご協力をお願いします。
　
日時　１月８日㈰９時30分～
　
問消防本部（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

無観客で開催
令和５年消防出初式

ご理解
ご協力ください



数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

28日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

21日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

21日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂１月の予定
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募
　
　
集

　

家
族
、
職
場
、
学
校
の
友
だ
ち

な
ど
、
３
人
１
組
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
22
日
㈰
13
時
～

▽
会
場　

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

▽
参
加
料　

１
チ
ー
ム
９
０
０
円

▽
募
集
チ
ー
ム　

32
チ
ー
ム

▽
募
集
期
限　

１
月
16
日
㈪　

※　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝

チ
ー
ム
を
決
定
し
、
３
位
以
上
の

チ
ー
ム
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。　

申
・
問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

　

放
送
大
学
は
、
令
和
５
年
４
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
０
０
０
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０

０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
出
願
期
限

第
１
回　

２
月
28
日
㈫

第
２
回　

３
月
14
日
㈫

◇
入
学
説
明
会
・
相
談
会

・
出
雲
会
場

▽
日
時　

１
月
８
日
㈰
13
時
～

　
　
　
　

２
月
26
日
㈰
13
時
～

▽
場
所　

出
雲
中
央
図
書
館

・
浜
田
会
場

▽
日
時　

１
月
29
日
㈰
10
時
～

　
　
　
　

２
月
17
日
㈮
９
時
～

▽
場
所　

県
立
西
部
社
会
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
（
い
わ
み
ー
る
内
）

※　

資
料
（
無
料
）
請
求
は
、
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０
）

▽
日
時　

１
月
19
日
㈭

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

▽
会
場　

湯
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー　

▽
メ
ニ
ュ
ー　

肉
料
理
２
品
と
パ

ン
ま
た
は
ご
は
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

15
人

※　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▽
講
師　

三
上
公
子
さ
ん

※　

マ
ス
ク
と
エ
プ
ロ
ン
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※　

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
11
月
12
日
と
12
月
９
日
に
サ

　

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
意
見
や
要
望
を
国
有

林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日

▽
対
象　

島
根
県
内
に
居
住
し
、

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に

関
心
の
あ
る
成
人

※　

国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤

の
国
家
公
務
員
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
ま
で
３
年
間
連
続

し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
た

人
は
除
き
ま
す
。

▽
募
集
締
切　

１
月
31
日
㈫

※　

詳
し
く
は
、
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

（
☎
０
６
‐
６
８
８
１
‐
３
４
１

２
）

ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
で
開
催
し
た
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
人
は
申
し

込
み
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
・
問
湯
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
０
３
８
）

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０
）

石
見
銀
山
か
る
た
大
会

放
送
大
学
４
月
入
学
生

食
育
料
理
セ
ミ
ナ
ー

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

【受付時間】　平日／19：00～翌朝₉：00
　　　　　　土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども医療電話相談

＃８０００
つながらない場合
☎03 ‐ 3478 ‐ 1060

　市では、年度ごとに採用する会計年度任用
職員（非常勤）の登録を希望する人を募集し
ています。
▽登録できる職種

一般事務・保健師・保育士・介護支援専門
員など

▽採用予定時期　令和５年４月以降
▽選考　書類および面接など
▽手続き

登録申請書に必要事項を記入のうえ、人事
課へ提出

※　登録申請書は市ホームページに掲載して
います。
※　登録は年度ごとに随時受け付けています。
※　登録されても必ず採用されるとは限りま
せん。

問人事課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8014）

会計年度任用職員の登録
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

　

マ
イ
ナ
ス
４
度
に
達
し
な
く
て

も
真
冬
日
が
続
く
と
き
、
風
が
強

い
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道

管
や
蛇
口
は
、
保
温
材
で
覆
い
、

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て
く
だ

　

宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
を
し
め
、
大
田
市
給
水
装

置
工
事
指
定
業
者
（
左
表
）
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
い
。
ま
た
は
、
毛
布
や
布
な
ど

で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
て
テ
ー
プ
を
巻
い
て

く
だ
さ
い
。

水
道
管
が

凍
結
し
や
す
く
な
る
の
は

マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

凍
結
を
防
ぐ
に
は

破
裂
し
た
と
き

　インボイス制度とは、取引内容や消費税率、消費
税額などの記載要件を満たした請求書などを発行・
保存する制度です。
　制度開始時にインボイス発行事業者となるために
は、原則令和５年３月31日までに登録申請が必要で
す。
・インボイスを発行するためには、インボイス発行

事業者の登録申請が必要です。登録は課税事業者
が受けることができます。

・免税事業者自身の事業実態にあわせて、インボイ
ス発行事業者の登録を受けるかどうかをご検討く
ださい。

・登録を受けるかどうかは事業者の任意です。登録
にあたっては、取引先との調整やシステムの整備
が必要となることもあるため、早めの準備をおす
すめします。

〇インボイス制度特設サイト
　制度の概要のほかに説明会の開催情報や申請手続
などを掲載しています。

問国税庁　軽減・インボイスコールセンター
☎0120 ‐ 205 ‐ 553（無料）

９時～17時（土日祝日除く）

年末年始・土日祝日の緊急時には
三瓶浄水場（☎0854 ‐ 84 ‐ 9336）へ
お問い合わせください

大田市水道事業指定給水装置工事
事業者一覧表（市内業者）

事業者の皆さんへ消費税
令和５年10月
インボイス制度が始まります！

インボイス制度特設サイト

事業所名 所在地 電話番号
石出設備 大 田 町 0854 ‐ 84 ‐ 7051

伊藤忠エネクスホームライ
フ西日本㈱大田営業所 大 田 町 0854 ‐ 82 ‐ 0307

河北設備工業㈱ 大 田 町 0854 ‐ 83 ‐ 7717

サンベ電気㈱大田営業所 大 田 町 0854 ‐ 83 ‐ 2207

山陽空調㈱島根支店 大 田 町 0854 ‐ 82 ‐ 3311

中央設備 大 田 町 0854 ‐ 82 ‐ 4755

㈲内藤米穀 大 田 町 0854 ‐ 82 ‐ 0335

㈲松田水道 大 田 町 0854 ‐ 82 ‐ 0733

イワタニ島根㈱大田事業部 長 久 町 0854 ‐ 82 ‐ 0117

クリーン㈱ 長 久 町 0854 ‐ 82 ‐ 5057

久文建設㈱大田営業所 長 久 町 0854 ‐ 82 ‐ 5866

山陰クボタ水道用材㈱
大田営業所 長 久 町 0854 ‐ 82 ‐ 2302

㈱電設サービス大田営業所 長 久 町 0854 ‐ 82 ‐ 0975

安藤ガス設備 久 手 町 0854 ‐ 82 ‐ 8508

㈱コーユー 久 手 町 0854 ‐ 82 ‐ 8126

瀬田設備 久 手 町 0854 ‐ 82 ‐ 6695

㈲マニワ設備 久 手 町 0854 ‐ 85 ‐ 7309

イマックス㈱大田営業所 波 根 町 0854 ‐ 85 ‐ 7163

シミズ設備 波 根 町 0854 ‐ 85 ‐ 7388

㈱堀工務店 波 根 町 0854 ‐ 85 ‐ 8151

石見銀山建設㈱ 鳥 井 町 0854 ‐ 84 ‐ 8283

㈱山﨑組 鳥 井 町 0854 ‐ 82 ‐ 8253

ライフシステム住夢 鳥 井 町 0854 ‐ 84 ‐ 7373

㈱大田設備 川 合 町 0854 ‐ 82 ‐ 6063

㈱佐藤水道 川 合 町 0854 ‐ 82 ‐ 2490

㈲山根水道 三 瓶 町 0854 ‐ 83 ‐ 3055

武間組 水 上 町 0854 ‐ 89 ‐ 0034

坂根設備 五 十 猛 町 0854 ‐ 87 ‐ 0670

西光設備 五 十 猛 町 0854 ‐ 87 ‐ 0351

安達設備 仁 摩 町 0854 ‐ 88 ‐ 2149

㈱ウエダ 仁 摩 町 0854 ‐ 88 ‐ 2701

㈱松浦工務店 仁 摩 町 0854 ‐ 88 ‐ 4205

㈲井上鉄工所 温 泉 津 町 0855 ‐ 65 ‐ 2158

㈲小林商店 温 泉 津 町 0855 ‐ 65 ‐ 2055

㈲佐々木工業 温 泉 津 町 0855 ‐ 65 ‐ 2424

温泉津管工事 温 泉 津 町 0855 ‐ 65 ‐ 3985
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申
告
期
間
中
、
市
役
所
本
庁
と

各
支
所
で
住
民
税
の
申
告
相
談
を

お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
右
の
表

の
と
お
り
、
２
月
１
日
か
ら
出
張

申
告
相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　

例
年
、
申
告
相
談
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
長
い
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
混
雑
緩

和
の
た
め
、
申
告
書
の
郵
送
提
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
、
大
田
市
に
住
所
が

あ
る
人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
人
の
う

ち
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

・
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

人
・
給
与
・
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人

・
市
外
居
住
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

・
前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
市
内
居
住
者
の
扶
養
に

な
っ
て
い
な
い
平
成
16
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
人

※　

前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

の
人
は
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
未
申
告
の

　

申
告
書
は
、
納
税
者
自
身
が
作
成
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
ご
自
身
で
作
成
す
る
こ
と
で
、

申
告
相
談
会
場
で
の
順
番
待
ち
や
相
談
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
申
告
書
の
郵
送
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
３
）

相
談
期
間
中
に

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
を

税
の
申
告

準
備
は
お
早
め
に

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

・
公
的
年
金
所
得
の
み
の
人
で
、
各
種
控
除
（
医
療

費
控
除
な
ど
）
の
追
加
や
変
更
が
な
い
人

・
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
お

り
、
各
種
控
除
の
追
加
や
変
更
が
な
い
人

・
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用

し
て
寄
付
金
控
除
を
追
加
す
る
人

場
合
、
保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※　

申
告
書
や
返
信
用
封
筒
が
必
要
な
人
は
、
税
務

課
市
民
税
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
、

住
民
税
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
人
に
は
、
１
月
中
に

申
告
書
と
返
信
用
封
筒
を
郵
送
し
ま
す
。

　

会
場
の
混
雑
解
消
の
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
農
業
所
得
や
営
業
所
得
、

　

不
動
産
所
得
が
あ
る
人

　

収
入
や
必
要
経
費
は
、
ご
自
身

で
費
目
ご
と
に
集
計
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　

受
診
者
、
医
療
機
関
・
薬
局
ご

と
に
、
ご
自
身
で
集
計
し
て
く
だ

さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
民
税
申
告
が
必
要
な
人

住
民
税
申
告
が
必
要
な
い
人 市役所本庁４階小講堂　₂/16㈭～₃/15㈬　

仁摩支所１階市民室　　₂/16㈭～₃/₂㈭　
温泉津支所１階　　　　₃/₃㈮～₃/15㈬
受付時間／₈：30～11：00、13：00～16：00

（平日のみ）

【出張申告相談】

申告相談

₂月16日～₃月15日

日　程 会　　　　場 受付時間

２/１㈬
富山まちづくりセンター ₉：30～11：00

池田まちづくりセンター ₉：30～11：00

志学まちづくりセンター 13：30～15：00

２/２㈭
井田まちづくりセンター ₉：30～11：00

北三瓶まちづくりセンター 13：00～14：00

２/３㈮
水上まちづくりセンター

₉：30～11：00
馬路まちづくりセンター

大屋まちづくりセンター 13：30～15：00

２/６㈪

湯里まちづくりセンター
₉：30～11：00

大国まちづくりセンター

福波まちづくりセンター
13：30～15：00

宅野まちづくりセンター

２/７㈫
祖式まちづくりセンター ₉：30～11：00

大代まちづくりセンター ₉：30～11：00
13：00～14：00
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事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
法
人

や
個
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

の
資
産
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日

ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

・
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な

か
っ
た

・
該
当
資
産
が
な
い

・
廃
業
、
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

　

法
人
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に

所
有
す
る
資
産
（
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
固

定
資
産
と
し
て
、
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
定
め
る
本

人
確
認
（
番
号
確
認
、
身
元
確
認
）

が
で
き
る
も
の
を
申
告
書
に
あ
わ

せ
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
法
人
は

不
要
で
す
）。

問
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

　

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
が

あ
る
人
、
ま
た
は
新
規
開
業
な
ど

を
さ
れ
た
人
へ
「
令
和
５
年
度
償

却
資
産
申
告
書
」
を
12
月
中
旬
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
申

告
書
の
手
引
き
を
参
照
し
、
記
載

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
方
税
の
手
続
き
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で
き

る
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
な
ど

・
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

償
却
資
産
と
は

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

申
告
の
方
法

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

償却資産の申告は
１月31日㈫まで

　所得税の確定申告は税務署へご
相談ください。特に青色申告や土
地・建物・株式などの譲渡所得が
ある人、住宅借入金等特別控除を
受ける人は、税務署で申告、相談
をしてください。

所得税の申告は
税務署へ

問石見大田税務署（☎0854 ‐ 82 ‐ 0980）

　インターネットを利用して、申
告や納税などの手続きもできます。
詳しくは、国税庁のホームページ
をご覧ください。

ｅ
イ ー タ ッ ク ス
‐Ｔａｘが便利です

申
告
内
容

必
要
な
も
の

給
与
・
年
金
収
入
が
あ
る

給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
書
な
ど

農
業
所
得
や
営
業
所
得
、

不
動
産
所
得
が
あ
る

収
支
内
訳
書
お
よ
び
収
入
と
必
要
経
費
が
確
認
で
き

る
書
類
（
収
入
明
細
、
領
収
書
な
ど
）

社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る

社
会
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
や

支
払
額
証
明
書

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
る

生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
介
護
医
療
保
険

料
・
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

障
害
者
控
除
を
受
け
る

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
な
ど

※　

こ
れ
ら
の
手
帳
が
な
い
人
で
も
65
歳
以
上
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

医
療
費
控
除
を
受
け
る

令
和
４
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
を
集
計
し
た

明
細
書
ま
た
は
領
収
書
、
各
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ

た
医
療
費
通
知
書
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
わ
か
る
も
の
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波根・朝山・富山 ₅日 19日

久手（鳥越含） 12 23

鳥井・長久（新諸友含） 13 27

静間・五十猛・大屋 10 24

大代・祖式・水上・大森 16 30

川合・久利 11 25

大田（橋北） ₄ 18

大田（橋南） ₆ 20

三瓶・山口（大田野城含）17 31

温泉津 10 26

湯里・井田 ₅ 19

福波 12 25

仁万 11 24

天河内・馬路 13 27

宅野・大国 ₆ 20

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　
【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時
【休日】　15日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
休み　12月31日㈯～１月₃日㈫
※　年末年始は混み合いますので、
早めに持ち込んでください。

ごみの持ち込み

１月不燃ごみの収集日

〈広告〉 〈広告〉

　マイナンバーカードの交付について、次のとおり、休日窓口の開設と平日
の窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け取りが難しいかた
は、ぜひ、ご利用ください。なお、混雑緩和のため、予約制とします。

　年末年始の窓口は混雑が予想さ
れます。各種手続きはお早目に。
※　施設によって休業期間が異な
る場合があります。

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカードを保管していますの
で、受け取り希望日の５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務　　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
▽申し込み　　予約制
※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況などによっては、希望の
日時に受け取りができない場合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

マイナンバーカードの手続きに

休日と夜間に窓口を開設

　 休日窓口（日曜日）
８：30～12：00

平日窓口延長（月曜日）
17：15～19：30

１月 15日・29日 23日・30日
２月 12日・26日 ６日・20日

年末
年始 市役所窓口の休業日

12月29日㈭～１月３日㈫

　期間中、市内の対象店舗においてキャッシュレス決
済サービス「au PAY」「PayPay」「ｄ払い」で支払うと、
支払金額の最大20％分のポイントが付与されます。

　対象店舗は大手チェーン店（コンビニエンスストア・ドラッグストアな
ど）を除く、飲食店・小売店・サービス店・宿泊施設などです。対象店舗に
は「キャッシュレスでおおだのお店を応援キャンペーン」のポスターが貼っ
てありますので、ご確認ください。

問キャンペーン事務局（☎0120 ‐ 991 ‐ 286）

おお！だいぶお得！キャッシュレスで
おおだのお店を応援キャンペーン
キャンペーン期間

ま
で31㈫1
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〈広告〉〈広告〉

１月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　12月26日㈪、27日㈫、28日㈬
　１月10日㈫、27日㈮、30日㈪、31日㈫
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
１月15日㈰

問収納管理室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 12月28日 １月31日
固 定 資 産 税 ₃期 ―
市　　県　　民　　税 ― ₄期
国 民 健 康 保 険 料 ₆期 ₇期
後期高齢者医療保険料 ₆期 ₇期

税・保険料

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

10日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

13日・20日・27日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0091）

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

16日㈪　13時30分～15時30分 県央保健所

申・問県央保健所健康増進課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9823）

移動ナースバンク

25日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 ‐ 27 ‐ 8510）

福祉のお仕事相談会

25日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 ‐ 24 ‐ 9340）

若者就労相談

13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 ‐ 31 ‐ 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

13日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 ‐ 2940 ‐ 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

10日㈫・26日㈭　10時～15時 市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 ‐ 24 ‐ 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 ‐ 83 ‐ 8154）

人権相談

13日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター

20日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

行政相談

13日㈮　₉時～12時 温泉津まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

20日㈮　10時～16時　 おおだふれあい会館

申・問石見法律相談センター（☎0855 ‐ 22 ‐ 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
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予
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
グ

ル
メ
フ
ォ
ン
ド 

in 

ゆ
の
つ
２
０

２
２
」
が
11
月
６
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

温
泉
津
総
合
運
動
場
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
温
泉
津
町

や
江
津
市
、
川
本
町
を
走
る
80
・

65
・
50
㌔
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
２

３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

温
泉
津
地
区
で
は
沿
道
で
拍
手

や
手
を
振
る
人
の
姿
も
あ
り
、
参

加
者
は
手
を
上
げ
て
応
え
て
い
ま

し
た
。
深
ま
る
秋
の
景
色
や
そ
の

土
地
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
の
ほ
か
、

ゴ
ー
ル
後
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
・
30
日
、
大
森
町
の

町
並
み
で
、
第
２
回
「
旅
す
る
ひ

と
皿
２
０
２
２
」
が
６
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
〝
す
ご
腕
〟
の
料
理

人
22
人
が
集
ま
り
、
こ
の
日
、
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
「
ひ
と
皿
」

を
提
供
。
そ
の
味
を
求
め
て
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
店

舗
前
に
は
行
列
が
で
き
る
な
ど
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
陶

芸
や
木
工
な
ど
の
作
品
展
も
同
時

に
開
催
さ
れ
、
風
情
の
あ
る
町
並

み
を
歩
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お

店
を
巡
り
、
秋
晴
れ
の
下
、
食
と

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

各
地
で
活
躍
す
る
予
約
が
取
れ
な
い
料
理
人

の
味
に
町
並
み
は
賑
わ
い
ま
し
た

温
泉
津
町
内
を
走
る
参
加
者

　三瓶町池田の浄善寺にある大イチョウは、例年11月中
旬から12月上旬にかけて見ごろを迎えます。高さ約30㍍、
幹周り約９㍍（地上130㌢）、樹齢は推定600年以上で、
島根県でも最大級。西の原に向かう県道からも目を引き
ます。
　11月17日は池田保育園の園児10人が散歩で訪れ、木の
幹に登ったり、周りを走ったりして楽しんでいました。
ほかにも鑑賞に訪れる人が後を絶たず、イチョウを見上
げたり、カメラを構えたりしていました。

大きなイチョウの木の下で
　浄善寺の大銀杏を守る会（原田敏隆会長）が案内看板
設置のほか、根回りの養生、落ち葉や周辺の清掃などの
維持管理活動に取り組んでいます。また、黄葉時期には
ライトアップをし、暗闇に浮かび上がる大イチョウが多
くの人を魅了しています。これらの活動が認められ、令
和元年度には第27回「しまね景観賞」の優秀賞を受賞し
ました。
　黄色い葉が落ち、一面に黄色いじゅうたんが広がった
あとには、三瓶山にも本格的な冬がやってきます。

６年ぶりに開催
こだわりの一皿を味わう

秋の海・山とグルメを楽しむ
グルメフォンド in ゆのつ


